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２ 議題

（１）神奈川県循環器病対策推進計画改定報告及び
ロジックモデル・指標の見直しについて

Administrator
スタンプ
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ア 現在の指標及びロジックモデルに関して

イ ロジックモデル内指標の整理

ウ 今後の方向性について

エ スケジュール

オ ロジックモデルイメージ

目次



3

令和５年度第２回神奈川県循環器病対策推進協議会資料より抜粋
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ア 現在の指標及びロジックモデルに関して

○ 令和６年３月に神奈川県循環器病対策推進計画の改定を行ったが、指標及びロ
ジックモデルに関しては、計画改定後も継続的に検討していくこととしている。

○ 現在のロジックモデル内の指標データには、

・全国データが集計されていない指標 ・独自調査が必要な指標
・全国や他県との比較が困難な指標 ・膨⼤な作業時間を要する指標
・具体的な事業への結びつきが困難な指標

がある

中間評価に向けて、見直しを⾏っていく。
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イ ロジックモデル内指標の整理

整理内容 脳 心臓 （例：指標番号）

今後も継続し
て取得する ○既に記載されていて、取得可能なもの 52 57 A101、A102（心）

中間評価に
合わせて

検討・更新し
たいもの

○指標には記載がないが、取得可能なもの 16 17 C102、C801（心）

○データブックから取得可能なもの
○脳卒中・心臓病に限定されていないもの
○全国・他県との比較が困難なもの
○集計が必要なもの
○他課に確認が必要なもの

20 18

C804、B506（心）
B201（心）
C201、C701（脳）
C901（心）
C901（脳）
C1702（脳）

○独自調査が必要なもの
○取得不可能なもの

4 11
A201、A202（心）
C501（心）

※再掲含む



今後の方向性について

1 指標には記載がなく、取得可能なものは指標に追加する

2
現時点で記載できるデータか判断できないものは、全国や他県との比較可否、他県の計画の状況、他課

への確認等を行い、取得可能の場合は指標に追加する

3 取得作業に膨大な労力を要するもの・独自調査が必要なものについては、ロジックモデルから削除する

4 新たに追加すべき指標はないか確認し、ロジックモデル及び指標への追加を検討していく

5 県民の皆様にとって、よりわかりやすい・より見やすい表記への変更を検討する

6

○ 中間評価に向けて、見直しを⾏っていく。

ウ 今後の方向性ついて
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R6 R7 R8 R9 R10 R11

ロジックモデル・指標
の見直しについて

中間評価に向けて継続的に検討

見直し案
提示

評価・更新
作業

進捗
報告

第2回 循環器病対策推進協議会

最
終
評
価
・
計
画
改
定

中
間
評
価

最終評価・計画改定に向けて検討

エ スケジュール
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○ 今後の方向性を基に検討していき、より県民にわかりやすいものに改定する

健康寿命の延伸・
循環器病の年齢調整死亡率の減少

及びQOLの向上

A101 年齢調整死亡率

予防・救護

B101
○○により

救急搬送された患者数

生活習慣等

C101 喫煙率

分野アウトカム・指標

救急

C601 救急救命士運用率

中間アウトカム・指標初期アウトカム・指標第4章 個別施策

第
１
節

循環器病の未病改善や
正しい知識の普及啓発等

第
１
項

未病改善や
正しい知識の普及啓発等

第
２
項

健診の普及や取組の推進

第
２
節

保健、医療及び福祉に係る
サービス提供体制の充実

第
1

項

循環器病の
救急搬送体制の整備

オ ロジックモデルイメージ図


